
編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
い
ま
だ
終
息
は
見
通
せ

ま
せ
ん
が
、
第
五
波
は
感
染

者
も
減
り
19
都
道
府
県
に
出

さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

抗
体
カ
ク
テ
ル
治
療
な
ど

治
療
法
も
開
発
さ
れ
、
２
回

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で

来
る
中
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

感
染
も
起
こ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ

ス
ク
着
用
、
十
分
な
換
気
、

三
密
を
避
け
る
と
い
う
感
染

予
防
の
原
則
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
皆
様
の
生
命
と
生

活
を
守
る
施
策
、
提
案
と
よ

り
良
い
議
会
広
報
活
動
を
目

指
し
ま
す
。
　    (

Ａ
・
М
）

◎
広
報
委
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員
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山
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仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

９月定例会の内容をお伝えします
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　八ッ場ダム建設工事により整備をされた道路及び公園等の現地視察を行い、整備工事の概要及び

今後の管理などについて説明を受けました。
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　長野原町における、地域の持続的発展の基本方針は、「明るく活力ある長野原町」を掲げた

第５次長野原町総合計画に基づき、ＳＤＧｓも推進しながら、以下のように進めます。

ア、経済の活性化や雇用の確保

〇農業の六次産業化、ブランド化の支援

〇町内連携と自然環境の活用等により付加価値の創出した観光振興

イ、人材育成

　「まちづくりを自分事として考え行動できる人材」の育成

ウ、子育て・医療・福祉サービスの充実

〇育児環境・体制の整備等による子どもの成長支援と、女性の社会進出の推進

〇予防接種や検診等の充実による医療費の抑制

〇交通事業者との連携による高齢者等の医療受診の環境整備

〇高齢者、障がい者等のための「活躍の場」の整備と暮らしの支援

〇誰もが安心で健やかに生活できる町づくり

エ、暮らしやすく衛生的な住環境整備

〇上下水道の整備と適切な維持管理

〇道路施設の整備と適切な維持管理

〇空き家の利活用と適切な管理や除却の推進

オ、災害に強く安心して生活できる町の形成

〇「長野原町国土強靭化地域計画」の策定による

防災、減災への取り組み

〇警察、消防との連携強化と、住民による自主防

災活動の推進による安心安全な町づくり

カ、地域住民の主体性を重視した共同の地域づくり

〇住民主体の活動の支援

〇官民協働によるまちづくりの推進

長野原町の過疎指定について

　長野原町は、令和３年４月の法律改正により過疎地域に指定されました。

　過疎地域の指定期間は令和３年４月１日から令和１４年３月３１日までの１０年間です。

　この過疎計画は、指定期間の内、前半部分となる令和３年４月１日から令和８年３月３１

日までの５年間となります。

９月定例会（可決議案）

○９月定例会（会期９/３－16）

行政報告　　　　　　　………　１件

人事案件　　　　　　　………　１件

町道路線認定・廃止　　………　２件

条例制定・改正　　　　………　４件

補正予算　　　　　　　………　５件

決算認定　　　　　　　………　11件

その他　　　　　　　　………　２件

合　　計　　　　　　　………　26件

９月定例会で

こんなことが決まりました

主なものを当㌻より掲載します。

■過疎地域の要件

指標 期間 基準値 長野原町

人口要件

種類

財政力要件

若年者比率 平成２７年 人口減少団体平均（１１％以下）

人口減少率 昭和５０年→平成２７年

平成２９年→令和元年

２３％以上減少

財政力指数 全市町村平均（０.５１以下）

１０.９％

２３.０％

０.４５

町過疎計画議決される
　今年度から過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の指定を受けたことに伴い、各種支援事

業を実施するために長野原町過疎地域持続的発展計画を策定しました。この計画は、過疎対策のために

国や県の支援を受けて実施する事業についての方向性や個別事業について記載されています。

地域の持続的発展の基本方針

町過疎計画の概要

※若年者比率とは、総人口に占める15～29歳人口の比率です。

※財政力指数とは、その団体が標準的な行政を行う場合に必要な一般財源額（基準財政需要額）のうち、どの程度地方税等の
　収入（基準財政収入額）でまかなえるかを示したものです。

３　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１２９ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１２９　 　２
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５　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１２９

９月定例会（各会計補正予算）

150万円

487万円

5,100万円

か
ら
予
防
効
果
が
高
い
と
さ
れ

る
不
織
布
マ
ス
ク
の
購
入
が
一

番
良
い
が
、
き
ち
ん
と
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
の
か
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　町
と

　
　
　し
て
も
、
不
織
布
マ
ス

ク
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
１
万
円
支

給
と
合
わ
せ
て
不
織
布
マ
ス
ク

推
奨
も
広
報
誌
に
掲
載
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　マ
ス

　
　
　ク
以
外
に
も
消
毒
液
な

ど
色
々
な
も
の
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
、
支
援
金

と
し
て
１
万
円
を
現
金
で
支
給

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
　
　大
羽
賀
議
員

　未
成
年

　
　
　者
の
感
染
が
多
い
こ
と

　
　
　大
羽
賀
議
員

　新
型
コ

　
　
　ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
子
ど
も

感
染
予
防
対
策
支
援
金
事
業
の

マ
ス
ク
等
購
入
資
金
１
万
円
は

現
物
支
給
で
は
な
く
現
金
支
給

か
。

■９月定例会（９/３・16）

　一般会計補正予算（第３・４号）

　1億543万円（計43億4,234万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計

へき地診療所

簡易水道事業

介護保険

補正額

158万円

500万円

1,505万円

補正後総額

9,512万円

1億4,987万円

6億8,367万円

■表　特別会計補正予算一覧（９月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

支
援
金
支
給
は
現
金
か

現
金
で
支
給

質
疑
応
答

不
織
布
マ
ス
ク
購
入
指
導
は

町
で
も
広
報
誌
等
で
周
知

新型コロナウイルス子
ども感染予防対策支援
事業
中学生以下に感染予防対策品

等の購入費として、一人1万円

を支給する。

新型コロナウイルス感染
症に伴うインフルエンザ予
防接種一部費用補助事業
今までの助成に追加して高校生

以上64歳以下の方が実施したイ

ンフルエンザ予防接種費用につ

いて3,000円を助成する。

道路維持事業
陳情等への対応のため道路舗

装、道路側溝蓋設置等の工事を

施工する。

ストップコロナ!
対策認定店支援事業
群馬県が実施するストップコ

ロナ!対策認定制度の認定事業

所に対策費用として5万円/事

業所を支給する。

510万円

　令
和
３
年
度
一
般
及
び
３
特
別
会
計
補
正
予

算
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
１
億
５
４
３
万
円
の

追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
及
び
経
済
対
策

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

９月定例会

関連㌻議案番号 議　案　名 内　　容

■９月定例会で可決した議案一覧

１号

１号

１号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

報

　告

認

　定

発

　議

同

　意

議

　
　案

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

教育委員会委員の任命同意

過疎地域持続的発展計画

町道路線認定について（町道２－２２号線他１

路線）

町道路線廃止について（町道川原湯温泉幹線街

路他１路線）

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

過疎対策のための固定資産税の課税の特例に関

する条例制定

一般会計・３特別会計補正予算

令和２年度一般会計・１０特別会計決算認定

意見書の提出

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し

地方税財源の充実を求める意見書

令和２年度決算における当該比率について報告す

るもの

当委員の任期満了に伴う１名について任命の同意

をするもの

意見書を法第９９条の規定により国会、関係行政

庁に提出するもの

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法による指定に伴い計画を策定するもの

八ッ場ダム建設工事で国県道及び町道整備の完

了に伴い、群馬県と相互移管するもの

休日業務に従事した診療所医師に支給する特殊勤

務手当の金額を変更するもの

税制改正等による文言を整理するもの

地方税法等の改正に伴い改正するもの

過疎対策のための固定資産税の課税特例を定める

もの

令和３年度一般会計予算やへき地診療所、簡易水

道事業、介護保険特別会計を補正するもの

令和２年度一般・各特別会計を決算認定するもの
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特別会計

へき地診療所

簡易水道事業

介護保険

補正額

158万円

500万円

1,505万円

補正後総額

9,512万円

1億4,987万円

6億8,367万円

■表　特別会計補正予算一覧（９月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

支
援
金
支
給
は
現
金
か

現
金
で
支
給

質
疑
応
答

不
織
布
マ
ス
ク
購
入
指
導
は

町
で
も
広
報
誌
等
で
周
知

新型コロナウイルス子
ども感染予防対策支援
事業
中学生以下に感染予防対策品

等の購入費として、一人1万円

を支給する。

新型コロナウイルス感染
症に伴うインフルエンザ予
防接種一部費用補助事業
今までの助成に追加して高校生

以上64歳以下の方が実施したイ

ンフルエンザ予防接種費用につ

いて3,000円を助成する。

道路維持事業
陳情等への対応のため道路舗

装、道路側溝蓋設置等の工事を

施工する。

ストップコロナ!
対策認定店支援事業
群馬県が実施するストップコ

ロナ!対策認定制度の認定事業

所に対策費用として5万円/事

業所を支給する。

510万円

　令
和
３
年
度
一
般
及
び
３
特
別
会
計
補
正
予

算
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
１
億
５
４
３
万
円
の

追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
及
び
経
済
対
策

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

９月定例会

関連㌻議案番号 議　案　名 内　　容

■９月定例会で可決した議案一覧

１号

１号

１号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

報

　告

認

　定

発

　議

同

　意

議

　
　案

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

教育委員会委員の任命同意

過疎地域持続的発展計画

町道路線認定について（町道２－２２号線他１

路線）

町道路線廃止について（町道川原湯温泉幹線街

路他１路線）

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

過疎対策のための固定資産税の課税の特例に関

する条例制定

一般会計・３特別会計補正予算

令和２年度一般会計・１０特別会計決算認定

意見書の提出

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し

地方税財源の充実を求める意見書

令和２年度決算における当該比率について報告す

るもの

当委員の任期満了に伴う１名について任命の同意

をするもの

意見書を法第９９条の規定により国会、関係行政

庁に提出するもの

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法による指定に伴い計画を策定するもの

八ッ場ダム建設工事で国県道及び町道整備の完

了に伴い、群馬県と相互移管するもの

休日業務に従事した診療所医師に支給する特殊勤

務手当の金額を変更するもの

税制改正等による文言を整理するもの

地方税法等の改正に伴い改正するもの

過疎対策のための固定資産税の課税特例を定める

もの

令和３年度一般会計予算やへき地診療所、簡易水

道事業、介護保険特別会計を補正するもの

令和２年度一般・各特別会計を決算認定するもの

８号

12号

‐

１号

11号

‐

コ
ロ
ナ
感
染
対
策

等
を
実
施

（ ）

7

11

12

2ー3

11

ー

ー

ー

11

4

6ー9

[主な補正内容]

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１２９　 　４
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財政健全化判断比率とは？

⇒地方公共団体の財政状況を客観的に表した４指標のこと。

９月定例会（決算認定）

実質赤字比率

※数値が無い場合「―」を記載 　※（　　）内は早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―％（15.0） ―％（20.0） 10.1％（25.0） ―％（350.0）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
決

算
を
全
員
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。
当
年
度
の
歳
入
は
、

92
億
５
，
５
５
９
万
３
千
円

（

前

年

度

比

37

・

８

％

減
）
、
歳
出
は
、
85
億
１
，
４

２
８
万
８
千
円
（
前
年
度
比

決算令和２年度の

一般会計
実質収支

（歳入歳出差引額－翌年度繰越額）

3億9,370万3千円
※単年度歳入歳出の実質的差額。地
方公共団体の余剰金または純損失を
表す。

単年度収支

（実質収支－前年度実質収支）

△2,636万4千円

※単年度の純粋な収支を表す。

実質単年度収支

（単年度収支＋実質黒字要素－実質赤字要素）

△2億3,951万4千円
※単年度収支に黒字要素（積立金・
繰上償還）や赤字要素（積立金取り
崩し）を加減したもので、実質的な
収支を把握するもの。

経常収支比率

91.4%
※地方公共団体の弾力性を表す指標。
経常的経費に経常一般財源収入がど
の程度充当されているかをみるもの。

県支出金（19.9％）

18億3,809万円

国庫支出金（16.4％）

15億2,189万3千円

町税（11.3％）

10億5,031万2千円

諸収入（13.9％）

12億8,707万9千円

地方交付税（17.8％）

16億4,366万6千円

繰入金（6.8％）

6億3,217万7千円

繰越金（3.7％）

3億3,849万1千円

その他財源（1.6％）

1億4,839万4千円町債（5.5％）

5億657万8千円

使用料及び手数料（1.0％）

9,575万7千円

地方譲与税（0.7％）

6,096万5千円

地方消費税交付金（1.4％）

1億3,218万6千円　

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

一般会計などの赤字の程度を表し、財政運営における悪化の度合いを示す指標。

全会計における赤字と黒字を合算し、町で生じている赤字の程度を示す指標。

借入金の返済額の大きさを３ヶ年平均で算出し、資金繰りの程度を示す指標。

翌年度以降に負担する（見込まれる）債務の大きさを示す指標。

公営企業会計で営業収益に対する手持ちの資金の不足額を示したもの。

40
・
６
％
減
）
で
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
７
億
４
，
１
３

０
万
４
千
円
（
繰
越
明
許

費
・
事
故
繰
越
し
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
や
ダ
ム
関
連
事
業

完
了
に
伴
う
減
に
よ
る
も
の

で
す
。

　今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
徴
収

猶
予
措
置
の
影
響
に
よ
り
税

収
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
の
中
、
引
き
続
き
財
政
健

全
化
に
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
を
認
定

歳　入　92億5,559万3千円 歳　出　85億1,428万8千円

　令和２年度における財政健全化判断比率について表のとおり報告がありました。なお資金不足比率については、

各事業・特別会計に資金の不足がないため掲載していません。財政は当面健全です。

消防費（5.2％）

4億4,575万2千円

商工費（9.8％）

8億3,182万6千円

災害復旧費（4.4％）

3億7,709万9千円

民生費（14.2％）

12億542万2千円

教育費（15.0％）

12億7,321万6千円

農林水産業費（10.8％）

9億2,235万円

土木費（7.9％）

6億7,633万円

衛生費（7.3％）

6億2,017万7千円

議会費・労働費

（0.6％）

5,414万2千円

総務費（19.9％）

16億9,260万8千円

公債費（4.9％）

4億1,535万8千円

※総額または構成比は、総計と項目累計で合わないことがあります。

※全て千円未満切り捨てで掲載しています。

　
　
　星
河
議
員

　経
常
収

　
　
　支
比
率
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
進
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　総
務
課
長

　地
方
交

　
　
　付
税
の
増
額
に
伴
い

昨
年
度
と
比
較
し
て
１
％
減

少
。
今
後
、
庁
舎
建
設
や
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の

起
債
償
還
が
始
ま
る
。
経
常

経
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　牧
山
議
員

　昨
年
度

　
　
　と
比
べ
、
補
助
費
等

が
10
億
円
増
加
し
て
い
る
が
、

何
が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　総
務
課
長

　定
額
給

　
　
　付
金
５
億
４
千
万

円
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

２
億
７
千
万
円
、
商
品
券
１

億
円
を
補
助
費
等
と
し
て
計

上
し
て
い
る
。

　
　
　
大
羽
賀
議
員

　旧
狩

　
　
　宿
茶
屋
本
陣
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
教
育
課
長

　平
成
31

　
　
　年
度
か
ら
７
年
計
画

で
整
備
す
る
。
令
和
２
年
度

は
新
宅
の
解
体
、
ト
レ
ン
チ

調
査
、
保
存
活
用
計
画
の
原

案
、
基
本
設
計
の
策
定
を
し

た
。

経
常
収
支
比
率
の

捉
え
方
は

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

事
業
を
実
施

補
助
費
等
の
増
額
理
由
は

コ
ロ
ナ
対
策
・
農
業
振
興
な
ど

質
疑
応
答

■
一
般
会
計
決
算

旧
狩
宿
茶
屋
本
陣
事
業

の
進
捗
状
況
は

新
宅
の
解
体
、
ト
レ
ン

チ
調
査
等
を
実
施
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財政健全化判断比率とは？

⇒地方公共団体の財政状況を客観的に表した４指標のこと。

９月定例会（決算認定）

実質赤字比率

※数値が無い場合「―」を記載 　※（　　）内は早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―％（15.0） ―％（20.0） 10.1％（25.0） ―％（350.0）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
決

算
を
全
員
一
致
で
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定
し
ま

し
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。
当
年
度
の
歳
入
は
、

92
億
５
，
５
５
９
万
３
千
円

（

前

年

度

比

37

・

８

％

減
）
、
歳
出
は
、
85
億
１
，
４

２
８
万
８
千
円
（
前
年
度
比

決算令和２年度の

一般会計
実質収支

（歳入歳出差引額－翌年度繰越額）

3億9,370万3千円
※単年度歳入歳出の実質的差額。地
方公共団体の余剰金または純損失を
表す。

単年度収支

（実質収支－前年度実質収支）

△2,636万4千円

※単年度の純粋な収支を表す。

実質単年度収支

（単年度収支＋実質黒字要素－実質赤字要素）

△2億3,951万4千円
※単年度収支に黒字要素（積立金・
繰上償還）や赤字要素（積立金取り
崩し）を加減したもので、実質的な
収支を把握するもの。

経常収支比率

91.4%
※地方公共団体の弾力性を表す指標。
経常的経費に経常一般財源収入がど
の程度充当されているかをみるもの。

県支出金（19.9％）

18億3,809万円

国庫支出金（16.4％）

15億2,189万3千円

町税（11.3％）

10億5,031万2千円

諸収入（13.9％）

12億8,707万9千円

地方交付税（17.8％）

16億4,366万6千円

繰入金（6.8％）

6億3,217万7千円

繰越金（3.7％）

3億3,849万1千円

その他財源（1.6％）

1億4,839万4千円町債（5.5％）

5億657万8千円

使用料及び手数料（1.0％）

9,575万7千円

地方譲与税（0.7％）

6,096万5千円

地方消費税交付金（1.4％）

1億3,218万6千円　

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

一般会計などの赤字の程度を表し、財政運営における悪化の度合いを示す指標。

全会計における赤字と黒字を合算し、町で生じている赤字の程度を示す指標。

借入金の返済額の大きさを３ヶ年平均で算出し、資金繰りの程度を示す指標。

翌年度以降に負担する（見込まれる）債務の大きさを示す指標。

公営企業会計で営業収益に対する手持ちの資金の不足額を示したもの。

40
・
６
％
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）
で
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入
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７
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千
円
（
繰
越
明
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費
・
事
故
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越
し
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）

と
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ま
し
た
。
主
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要
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は
、
防
災
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政
無
線
デ
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ル
化
事
業
や
ダ
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連
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に
伴
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に
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で
す
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後
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に
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徴
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猶
予
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影
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に
よ
り
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収
は
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然
と
し
て
厳
し
い
状

況
の
中
、
引
き
続
き
財
政
健

全
化
に
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
を
認
定

歳　入　92億5,559万3千円 歳　出　85億1,428万8千円

　令和２年度における財政健全化判断比率について表のとおり報告がありました。なお資金不足比率については、

各事業・特別会計に資金の不足がないため掲載していません。財政は当面健全です。

消防費（5.2％）

4億4,575万2千円

商工費（9.8％）

8億3,182万6千円

災害復旧費（4.4％）

3億7,709万9千円

民生費（14.2％）

12億542万2千円

教育費（15.0％）

12億7,321万6千円

農林水産業費（10.8％）

9億2,235万円

土木費（7.9％）
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6億2,017万7千円
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5,414万2千円

総務費（19.9％）

16億9,260万8千円

公債費（4.9％）

4億1,535万8千円

※総額または構成比は、総計と項目累計で合わないことがあります。

※全て千円未満切り捨てで掲載しています。

　
　
　星
河
議
員

　経
常
収

　
　
　支
比
率
に
つ
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て
ど

の
よ
う
に
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て
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
進
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　総
務
課
長

　地
方
交

　
　
　付
税
の
増
額
に
伴
い

昨
年
度
と
比
較
し
て
１
％
減

少
。
今
後
、
庁
舎
建
設
や
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の

起
債
償
還
が
始
ま
る
。
経
常

経
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　牧
山
議
員

　昨
年
度

　
　
　と
比
べ
、
補
助
費
等

が
10
億
円
増
加
し
て
い
る
が
、

何
が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　総
務
課
長

　定
額
給

　
　
　付
金
５
億
４
千
万

円
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

２
億
７
千
万
円
、
商
品
券
１

億
円
を
補
助
費
等
と
し
て
計

上
し
て
い
る
。

　
　
　
大
羽
賀
議
員

　旧
狩

　
　
　宿
茶
屋
本
陣
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
教
育
課
長

　平
成
31

　
　
　年
度
か
ら
７
年
計
画

で
整
備
す
る
。
令
和
２
年
度

は
新
宅
の
解
体
、
ト
レ
ン
チ

調
査
、
保
存
活
用
計
画
の
原

案
、
基
本
設
計
の
策
定
を
し

た
。

経
常
収
支
比
率
の

捉
え
方
は

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

事
業
を
実
施

補
助
費
等
の
増
額
理
由
は

コ
ロ
ナ
対
策
・
農
業
振
興
な
ど

質
疑
応
答

■
一
般
会
計
決
算

旧
狩
宿
茶
屋
本
陣
事
業

の
進
捗
状
況
は

新
宅
の
解
体
、
ト
レ
ン

チ
調
査
等
を
実
施
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決算令和２年度の

特別会計
暮らしに関わる会計チェック

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

生活再建支援事業

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

浅 間 園 事 業

歳入決算額

7億1,030万6千円

9,632万2千円

1億8,868万8千円

1億505万5千円

3億5,836万4千円

6億3,655万3千円

0円

9,980万8千円

576万5千円

1,773万9千円

歳出決算額

6億4,038万3千円

8,627万3千円

1億5,830万5千円

9,470万9千円

3億3,806万8千円

5億7,944万6千円

0円

9,410万5千円

489万3千円

1,773万9千円

差　引

6,992万3千円

1,004万9千円

3,038万2千円

1,034万5千円

2,029万6千円

5,710万7千円

0円

570万2千円

87万1千円

0円

一般会計繰入金

4,531万1千円

1,600万円

6,226万7千円

7,843万9千円

1億9,780万7千円

8,596万1千円

0円

2,048万7千円

239万円

537万6千円

令和２年度特別会計決算概要

※千円未満切捨

　令和２年度の特別会計決算を全員一致で認定しました。各特別会計は福祉や地域医療、水道事業など

暮らしに直結した事業を実施するための会計となっています。このため、住民の負担軽減や健全財政維

持を目的に１０会計中９会計が一般会計からの繰り入れを受けています。

　当年度の特別会計決算における概要は表のとおりです。

　
　
　浅
沼
議
員

　浅
間
火

　
　
　山
博
物
館
の
今
後
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

　
　
　企
画
政
策
課
長

　町

　
　
　有
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
会
議
が
行
わ
れ

て
い
る
。
維
持
す
る
の
に

も
、
取
り
壊
す
に
も
お
金
が

浅
間
火
山
博
物
館
の

今
後
は

総
合
的
に
検
討
し

進
め
る

給
付
費
減
少
の
要
因
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え

各
会
計
決
算
質
疑

か
か
る
の
で
、
総
合
的
に
検

討
し
町
に
と
っ
て
有
意
義
に

使
え
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
　
牧
山
議
員

　国
民
健

　
　
　
康
保
険
の
給
付
費
減

少
の
要
因
は
な
に
か
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長 

国

　
　
　
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
給
付
費
の
減
少
は
コ
ロ

ナ
の
受
診
控
え
が
大
き
い
。

増　減

財政調整基金

多目的基金

減債基金

ふるさと応援基金

八ッ場ダム周辺
整備事業施設管理基金

基金名

685万円

4,063万１千円

△8,008万1千円

2億4,173万7千円

△715万3千円 

26億2,412万9千円

1億4,689万3千円

6億7,979万円

22億5,269万8千円

1億1,851万2千円

残　高

■主な基金状況（令和２年度末現在）

町の基金（貯金）は
いくら？

 基金は町が特定の目的をもって設置する資金や

財産のことです。令和２年度末現在における主

な基金状況は下表のとおりとなっています。

令和２年度

　令和２年度の主な事業を一部紹介します。

一般会計決算は八ッ場ダムの本体工事が完成を迎え、延伸となった観光振興施設をはじめとす

る生活再建や地域振興事業、新型コロナウイルス感染症の感染及び経済対策を実施しました。

①地域活性化商品券事業

（事業費：１億１,２１０万円）

　新型コロナウイルス感染症の

経済への対策として、家計及び

町内事業者へ支援を実施しまし

た。

④浅間ジオパーク関連

（事業費：５４０万円）

　浅間山北麓ジオパーク活動

を活発に推進し、日本ジオパー

クとして再認定されました。

②ＩＣＴ教育環境整備事業

（事業費：５,８７９万円）

　児童生徒１人に１台のタブ

レット端末と高速大容量のネッ

トワークを整備しました。

⑤防災行政無線デジタル

　化整備事業

（事業費：２億４,６９３万円）

　令和４年１１月にアナログ電波

が廃止されるため、防災行政無

線をデジタル化に整備しました。

③東京２０２０聖火リレー

（事業費：４３６万円）

　令和３年３月３１日、群馬県２

日目の第５区間として聖火リ

レーが実施されました。

⑥テニスコート整備事業

（事業費：７,２０７万円）

　総合運動場のテニスコートを

クレイ舗装から全面オムニコー

トに整備しました。
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決算令和２年度の

特別会計
暮らしに関わる会計チェック

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

生活再建支援事業

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

浅 間 園 事 業

歳入決算額

7億1,030万6千円

9,632万2千円

1億8,868万8千円

1億505万5千円

3億5,836万4千円

6億3,655万3千円

0円

9,980万8千円

576万5千円

1,773万9千円

歳出決算額

6億4,038万3千円

8,627万3千円

1億5,830万5千円

9,470万9千円

3億3,806万8千円

5億7,944万6千円

0円

9,410万5千円

489万3千円

1,773万9千円

差　引

6,992万3千円

1,004万9千円

3,038万2千円

1,034万5千円

2,029万6千円

5,710万7千円

0円

570万2千円

87万1千円

0円

一般会計繰入金

4,531万1千円

1,600万円

6,226万7千円

7,843万9千円

1億9,780万7千円

8,596万1千円

0円

2,048万7千円

239万円

537万6千円

令和２年度特別会計決算概要

※千円未満切捨

　令和２年度の特別会計決算を全員一致で認定しました。各特別会計は福祉や地域医療、水道事業など

暮らしに直結した事業を実施するための会計となっています。このため、住民の負担軽減や健全財政維

持を目的に１０会計中９会計が一般会計からの繰り入れを受けています。

　当年度の特別会計決算における概要は表のとおりです。

　
　
　浅
沼
議
員

　浅
間
火

　
　
　山
博
物
館
の
今
後
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

　
　
　企
画
政
策
課
長

　町

　
　
　有
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
会
議
が
行
わ
れ

て
い
る
。
維
持
す
る
の
に

も
、
取
り
壊
す
に
も
お
金
が

浅
間
火
山
博
物
館
の

今
後
は

総
合
的
に
検
討
し

進
め
る

給
付
費
減
少
の
要
因
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え

各
会
計
決
算
質
疑

か
か
る
の
で
、
総
合
的
に
検

討
し
町
に
と
っ
て
有
意
義
に

使
え
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
　
牧
山
議
員

　国
民
健

　
　
　
康
保
険
の
給
付
費
減

少
の
要
因
は
な
に
か
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長 

国

　
　
　
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
給
付
費
の
減
少
は
コ
ロ

ナ
の
受
診
控
え
が
大
き
い
。

増　減

財政調整基金

多目的基金

減債基金

ふるさと応援基金

八ッ場ダム周辺
整備事業施設管理基金

基金名

685万円

4,063万１千円

△8,008万1千円

2億4,173万7千円

△715万3千円 

26億2,412万9千円

1億4,689万3千円

6億7,979万円

22億5,269万8千円

1億1,851万2千円

残　高

■主な基金状況（令和２年度末現在）

町の基金（貯金）は
いくら？

 基金は町が特定の目的をもって設置する資金や

財産のことです。令和２年度末現在における主

な基金状況は下表のとおりとなっています。

令和２年度

　令和２年度の主な事業を一部紹介します。

一般会計決算は八ッ場ダムの本体工事が完成を迎え、延伸となった観光振興施設をはじめとす

る生活再建や地域振興事業、新型コロナウイルス感染症の感染及び経済対策を実施しました。

①地域活性化商品券事業

（事業費：１億１,２１０万円）

　新型コロナウイルス感染症の

経済への対策として、家計及び

町内事業者へ支援を実施しまし

た。

④浅間ジオパーク関連

（事業費：５４０万円）

　浅間山北麓ジオパーク活動

を活発に推進し、日本ジオパー

クとして再認定されました。

②ＩＣＴ教育環境整備事業

（事業費：５,８７９万円）

　児童生徒１人に１台のタブ

レット端末と高速大容量のネッ

トワークを整備しました。

⑤防災行政無線デジタル

　化整備事業

（事業費：２億４,６９３万円）

　令和４年１１月にアナログ電波

が廃止されるため、防災行政無

線をデジタル化に整備しました。

③東京２０２０聖火リレー

（事業費：４３６万円）

　令和３年３月３１日、群馬県２

日目の第５区間として聖火リ

レーが実施されました。

⑥テニスコート整備事業

（事業費：７,２０７万円）

　総合運動場のテニスコートを

クレイ舗装から全面オムニコー

トに整備しました。
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９月定例会（人事案件・条例制定・改正）

 

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
２
期
８
年

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
豊
田
登
代
彦
氏

は
、
任
期
満
了
を
迎
え
今
期
限
り
で
退

任
と
な
り
、
後
任
に
は
�
﨑
一
紀
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
に
伴
い
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
に
記
載
さ
れ
た
産
業
振
興
促
進
区

域
は
町
全
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
同

計
画
に
振
興
す
べ
き
業
種
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
を
、
最
初
に
課

税
免
除
を
行
っ
た
年
度
か
ら
３
年
間
実

施
す
る
た
め
に
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。 教

育
委
員
の
任
命

過
疎
対
策
の
た
め
の
固
定
資
産
税

課
税
免
除

条
例
制
定

任
命
同
意

路線名

町道2-22号線

町道3-17号線

大字川原湯字

金花山454-10

大字川原湯字

金花山454-4
502.40m

14.50～

　 24.50m

5.00～

　 20.60m
164.80m

大字横壁字

西久保97-3

大字横壁字

西久保86-1

起点番地 終点番地 延　長 幅　員

路線名

町道川原湯温泉

幹線街路

町道長野原線

大字川原湯字

金花山558

大字川原湯字

下打越477-1
1713.00m

11.30～

　 50.30m

7.00～

　 13.35m
751.74m

大字長野原字

嶋木255-1

大字長野原字

東貝瀬898-1

起点番地 終点番地 延　長 幅　員

■認定した町道路線一覧

■廃止した町道路線一覧

※資本金額等の規模が5,000万円超の事業者については、

　新増設に係る取得費等に限る。

　八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
で

国
県
道
及
び
町
道
整
備
の
完

了
に
伴
い
道
路
維
持
管
理
費

と
交
通
量
を
考
慮
し
、
町
道

２
路
線
を
群
馬
県
へ
、
群
馬

県
の
管
理
す
る
道
路
２
路
線

を
長
野
原
町
へ
相
互
移
管
す

る
た
め
、
町
道
の
認
定
及
び

廃
止
を
行
い
ま
し
た
。

町
道
２
路
線
認
定
、

２
路
線
廃
止

町
道
認
定
・
廃
止

■対象事業及び法人の規模に応じた固定資産の取得価格

製造業

旅館業

農林水産物等販売業

情報サービス業等

資本金額

5,000万円

以下(個人を含む)

500万円

以上

500万円

以上
500万円以上※

5,000万円超

1億円以下
1億円超

2,000万円

以上※

1,000万円

以上※

対象業種

赤川沢隣の沢上流部脇斜面

崩壊の安全対策工事につい

て陳情

採択

（関係機関へ要望）

羽根尾区長

山口輝二

■表１　請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

受理番号 提　出　者 内　　容 結　果

■表２　請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

受理番号 提　出　者 内　　容 結　果

１０号

１１号

趣旨採択とは？

⇒願意は妥当であるが、実現性の面で確信が持てないといった場合に、

　不採択とすることもできないとして採られる決定方法。

９月定例会（請願陳情・委員会報告）

　９月３日（金）開催の９月定例会初日に２件の陳情が各常

任委員会へ付託され、同日に審議を行いました。

総務文教常任委員会

　吾妻地区平和行進実行委員会より提出のあった陳情（受理

番号１０号）は、過去にも類似した陳情があり、今回の陳情

に対しても核兵器禁止条約の関係から各委員より慎重な意見

が出され趣旨採択となりました。

産業建設常任委員会

　羽根尾区より提出のあった陳情（受理番号１１号）については関係機関へ要望することとしま

した。

各常任委員会の審議結果については次のとおりです。

日本政府に核兵器禁止条約

へ署名・批准を求める陳情
趣旨採択

吾妻地区平和行進

実行委員会

代表　真砂洋治

町道９-９号線　アテロ地内

委員会報告

産業建設常任委員会

斜面崩壊の安全対策工事
関係機関へ要望

受理番号１１号

　
令
和
３
年
８
月
５
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

陳
情
の
現
地
調
査
及
び
令
和
元
年
度
の
台
風
19
号

の
災
害
復
旧
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
陳
情
に
関
す
る
現
地
調
査
は
、
令
和
２
年
９
月

定
例
会
で
趣
旨
採
択
（
調
査
後
対
応
）
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
町
道
古
森
与
喜
屋
線
の
交
通
事
故
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
現
地
を
確
認
し
な
が
ら
、
一
番

問
題
と
な
る
歩
行
者
の
人
命
確
保
を
最
優
先
に
検

討
を
行
い
、
よ
り
早
期
に
対
応
が
可
能
な
道
路
両

側
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
た
歩
道
を
確
保
す

る
方
法
に
よ
り
進
め
る
こ
と
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
現
場
は
、

大
き
な
災
害
と
な
っ
た
応
桑
ア
テ
ロ
、
渋
沢
地
内

の
現
地
調
査
を
行

い
、
復
旧
工
事
が

無
事
に
完
了
し
て

い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
今
年

度
中
に
は
全
て
の

復
旧
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

陳
情
及
び
災
害
復
旧

状
況
を
調
査
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議会傍聴のご案内

○長野原町役場ホームページのトップページから「長野原町議会」⇒「動画配信」

（https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html）

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（本会議

前に開催される全員協議会も傍聴

可能となりました。）傍聴される

際は議会開催日に議場までお越し

いただき、受付票に必須事項を記

入、受付箱に投函して傍聴をお願

い致します。なお、開会時間は開

催日により異なり「くらしのカレ

ンダー」などで掲載している日程

も変更となる場合があります。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

ご不明な点は、長野原町議会事務

局（☎0279-82-3019）までお問

合せください。

次回定例会は…

あなたも議会を傍聴しませんか？

視聴方法

視聴はこちらから

令和３年12月

２日（木）

９日（木）

16日（木）

令和２年１２月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中 !

●八ッ場ダム関係記念イベントの中止について

　１０月の開催を目指して準備を進めていたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大状況を鑑み今年度中は開催中止と説明があ

りました。質問は中止の決定に住民の意見が反映されているのかなどについて行われ

ました。

●西吾妻福祉病院の経過について

　西吾妻福祉病院の外来及び病床数等の利用状況について報告がありました。質問

は、救急の維持や人材確保等について行われました。

●新型コロナウイルス感染症に対する対応について

　ワクチン接種の集団接種の状況や集団接種終了後の対応や新型コロナウイルス感染

拡大防止のため行事等の中止及び延期について説明を受けました。

●各地域振興施設の運営状況について

　全ての施設の運営状況、また、新型コロナウイルスの影響により厳しい経営状況と

なっている報告を受けました。質問は今後運営状況をどのように評価し、改善してい

くのか等について行われました。

議会全員協議会の内容を紹介します
９月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

９月定例会（発議：国・政府等へ要望）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の
猛
威
も

加
わ
り
、
各
方
面
に
甚
大
な
経
済
的
、
社
会
的
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
生
活
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
充
実
を

強
く
国
に
求
め
る
も
の
も
の
で
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

地方税財源の充実を求め
地方交付税の確保を要望
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染拡大は、変異株の猛威も加わり、各方面に甚大な経済的、社会的影響を及

ぼしており、生活への不安が続いている。地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していく

ためには、地方交付税等の一般財源総額の確保、充実を強く国に求めるもので、全員賛成で可決し、

関係機関に意見書を提出した。

意見書の主な内容

・令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、社会保障関係経費が増大している現状を踏

まえ、十分な総額を確保すること。

・固定資産税の根幹を揺るがす制度見直しや特例措置は行わないこと。

・自動車税・軽自動車税の環境性能割の延長は行わないこと。

・炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配

分すること。

ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９　  １２１３　　ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９
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、
生
活
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
充
実
を

強
く
国
に
求
め
る
も
の
も
の
で
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

地方税財源の充実を求め
地方交付税の確保を要望
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染拡大は、変異株の猛威も加わり、各方面に甚大な経済的、社会的影響を及

ぼしており、生活への不安が続いている。地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していく

ためには、地方交付税等の一般財源総額の確保、充実を強く国に求めるもので、全員賛成で可決し、

関係機関に意見書を提出した。

意見書の主な内容

・令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、社会保障関係経費が増大している現状を踏

まえ、十分な総額を確保すること。

・固定資産税の根幹を揺るがす制度見直しや特例措置は行わないこと。

・自動車税・軽自動車税の環境性能割の延長は行わないこと。

・炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配

分すること。

ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９　  １２１３　　ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９

発　議



少
社
会
を
迎
え
、
社
会
保
障

関
係
経
費
や
公
共
施
設
等
の

老
朽
化
対
策
経
費
が
見
込
ま

れ
る
。
更
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
未
知
数

で
あ
る
中
、
持
続
可
能
な
自

治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
町
民
目
線
に
立
ち
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
と
あ

り
方
を
再
点
検
し
、
行
財
政

改
革
並
び
に
組
織
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
年
表
を
活
用
す
る
こ

　
　
　
と
で
年
代
別
や
事
業

別
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
が
で
き
る
。
行
き
届
い
た

サ
ー
ビ
ス
に
は
費
用
が
か
か

　
　
　
人
生
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

　
　
　
ン
ト
時
に
ど
の
よ
う

な
支
援
制
度
が
あ
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
。
知
ら
な
い
を

解
消
す
る
た
め
に
、
東
吾
妻

町
が
作
成
し
た
生
涯
支
援
年

表
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
担
税
力
の
あ
る
住

民
が
減
り
、
税
収
が
減
少
す

る
一
方
、
高
齢
者
の
社
会
保

障
支
出
が
増
加
し
、
地
域
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
町
の
経
常

収
支
比
率
は
、
こ
こ
数
年
連

続
で
90
％
を
超
え
、
行
政
需

要
に
対
応
す
る
弾
力
性
が
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
　
　
町
長
　
ご
指
摘
の
通

　
　
　
り
分
か
り
づ
ら
い
。

改
善
の
た
め
、
東
吾
妻
町
の

生
涯
支
援
年
表
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
人
口
減

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

り
、
ど
こ
ま
で
支
援
し
、
何

に
重
点
を
置
く
か
検
討
す
る

こ
と
に
も
活
用
で
き
る
。
町

の
経
費
が
一
目
で
わ
か
る
コ

ス
ト
集
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

私
た
ち
の
生
活
に
か
か
る
経

費
が
分
か
れ
ば
、
納
税
意
欲

向
上
に
も
繋
が
る
。
移
住
定

住
に
関
し
て
、
日
本
人
の
総

人
口
は
決
ま
っ
て
い
る
。
難

民
を
受
け
入
れ
る
体
制
作
り

を
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
中

で
文
化
の
違
い
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
を
提
案
す
る
。

　
　
　
町
長
　
つ
な
カ
ン
の

　
　
　
中
で
も
ゴ
ミ
の
出
し

方
な
ど
町
の
ル
ー
ル
が
わ
か

ら
な
い
移
住
者
や
町
民
が
多

い
の
で
、
く
ら
し
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

良
い
機
会
な
の
で
行
政
と
町

民
が
共
に
作
り
上
げ
て
い
け

た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
人
口
減
少
の
克
服
を
あ
き

ら
め
て
は
い
け
な
い
し
、
移

住
定
住
促
進
の
施
策
も
更
に

実
行
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、

人
口
が
２
倍
に
な
っ
た
か
ら
、

財
政
も
２
倍
ゆ
と
り
が
で
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
全
国
の
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
が
、
地
方
交
付
税

交
付
金
に
頼
り
、
財
政
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
。
今
後
町

の
税
収
は
増
え
て
い
く
予
定

だ
が
、
税
収
が
増
え
る
と
、

国
か
ら
の
交
付
金
は
減
ら
さ

れ
る
。
議
員
か
ら
難
民
と
い

う
話
が
あ
っ
た
が
、
私
は
、

町
を
愛
し
、
純
粋
に
町
に
住

み
た
い
と
願
う
移
住
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

　
経
常
収
支
比
率
に
関
し
て

も
、
率
が
低
け
れ
ば
柔
軟
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
で
き

る
。
た
だ
、
地
方
自
治
体
の

財
政
の
し
く
み
を
考
え
る
と
、

単
に
率
を
下
げ
る
こ
と
が
、

町
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
い
と
思
う
。
限
ら

れ
た
財
源
で
、
ど
こ
に
お
金

を
か
け
、
ど
こ
の
コ
ス
ト
を

下
げ
る
か
？
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
町
政
を
運
営
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
人

口
が
減
少
し
て
も
、
こ
の
町

で
、
ど
う
し
た
ら
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
を
考
え
、
町
づ
く
り

を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、

行
動
で
き
る
、
人
間
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

一 般 質 問
ここが知りたい！

質 問 者

星河　明彦　議員

萩原　宗仁　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

大羽賀　進　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

15

16

17

18

19

行政サービスの見える化と人口減少時代の
サービスの在り方について

浅間山登山道について

学校統合による廃校の利活用について

新型コロナ感染症の自宅療養者の支援体制について

感染予防に向け不織布マスクの推奨と配付について

コロナ対策について

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

行政サービスの見える化と人口減少

時代のサービスの在り方について

つなカンとは⇒「一般社団法人つなぐカンパニーながのはら」の

　　　　　　　  こと。

生
涯
支
援
年
表
の
作
成
、

行
財
政
改
革
・
組
織
運
営

取
り
組
む

ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９　  １４１５　　ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９ 行政サービスとは？⇒私たちの暮らしが便利になるように税金を使って

　　　　　　　　　　行うサービスのこと。
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ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９　  １６１７　　ながのはらまち議会だより　10月 Ｎo．１２９

浅沼　克行　議員
あさぬまあさぬま かつゆき

萩原　宗仁　議員
はぎわら むねひと

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

防
災
機
能
と
し
て
の
確
保
が

必
要
な
施
設
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
精
査

し
、
町
有
施
設
の
集
約
化
に

よ
り
財
政
負
担
軽
減
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、
公
共
目
的

で
利
用
す
る
ス
ペ
ー
ス
等
を

整
理
し
た
上
で
、
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
、
幅
広
い
可
能

性
も
視
野
に
利
活
用
の
方
策

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
空
き
校
舎
は
喫
緊
の

　
　
　
課
題
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
話
し
が
出
て
こ
な

か
っ
た
。
空
き
校
舎
を
残
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
今

後
も
維
持
管
理
費
が
ず
っ
と

か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
文
部

科
学
省
が
主
体
と
な
る
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
立

地
を
利
用
し
て
の
民
活
、
介

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て  

　
　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
産
業
、

免
疫
力
ア
ッ
プ
等
で
有
酸
素

運
動
等
ハ
イ
キ
ン
グ
人
口
増

加
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
長

野
原
町
に
も
日
本
で
有
名
な

浅
間
山
が
あ
る
。
高
山
植
物

や
広
大
な
自
然
を
眺
め
な
が

ら
の
登
山
道
が
で
き
れ
ば
今

ま
で
以
上
に
長
野
原
町
に
観

光
目
的
で
来
て
い
た
だ
け
る

方
々
が
増
え
る
と
思
う
。
浅

間
山
登
山
道
に
お
い
て
専
門

家
に
依
頼
し
調
査
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
と
町
長
施
政
方
針

に
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
専

門
家
の
人
選
、
環
境
省
認
可

と
大
変
な
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
現
在
町
長
が
思
い

描
く
具
体
的
な
構
想
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

登
山
と
、
入
山
さ
れ
る
方
そ

れ
ぞ
れ
の
体
力
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
浅
間
山
を
堪
能

し
て
も
ら
え
る
よ
う
登
山
道

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
浅
間
山
登
山
道
の
安

　
　
　
心
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
町
に
は
繋

が
っ
て
い
な
い
林
道
が
あ
り
、

北
軽
井
沢
か
ら
八
ッ
場
ま
で

を
繋
げ
た
り
、
町
が
発
展
す

る
た
め
に
色
々
な
方
法
が
あ

る
と
思
う
。
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願
い
し
た

い
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
山
は
活

　
　
　
火
山
で
あ
る
た
め
、

学校統合による廃校の
利活用について

浅間山登山道の構想は

　
　
　
町
長
　
浅
間
山
の
北

　
　
　
側
登
山
道
に
つ
き
ま

し
て
は
浅
間
山
北
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
の
中
で
、
嬬
恋

村
と
共
同
で
環
境
省
や
森
林

管
理
署
等
関
係
機
関
と
協
議

調
整
を
図
り
、
登
山
者
の
安

全
計
画
の
と
り
ま
と
め
作
業

を
進
め
な
が
ら
、
登
山
道
開

設
を
目
指
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
登
山
道
に
つ
い

て
は
、
浅
間
山
北
麓
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
部
ス

カ
イ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
を
経

由
し
鬼
押
し
熔
岩
地
帯
を
超

え
て
、
嬬
恋
村
し
ゃ
く
な
げ

園
か
ら
の
登
山
道
と
合
流
し
、

湯
の
平
へ
登
っ
て
い
く
コ
ー

ス
で
あ
る
。

　
開
通
後
は
、
浅
間
山
北
麓

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点

に
自
然
遊
歩
道
、
ス
カ
イ

ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
、
浅
間
山

そ
の
安
全
対
策
の
担
保
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
よ
う
や
く
専
門
家

を
通
じ
て
安
全
対
策
の
計
画

を
作
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
浅
間
山
の
登
山
道
、
浅
間

牧
場
の
遊
歩
道
、
ス
カ
イ

ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
の
開
設
等

を
行
政
で
行
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
以
上
に
そ
れ
ら
を
使
っ

て
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
民

間
の
力
が
必
要
。
町
内
で
完

結
し
な
く
て
も
広
い
範
囲
で

手
を
つ
な
い
で
や
っ
て
い
く

こ
と
、
自
分
た
ち
で
何
と
か

し
よ
う
と
す
る
思
い
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い

う
ア
イ
デ
ア
、
そ
れ
ら
を
結

集
す
る
力
が
必
要
、
湖
の
駅

の
力
も
貸
し
て
い
た
だ
い
て
、

他
の
施
設
と
連
携
し
良
い
方

向
に
持
っ
て
行
け
た
ら
良
い

と
思
っ
て
い
る
。

護
、
福
祉
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
施
設
を
併
設
し

て
い
く
の
も
良
い
。
体
育
館

に
つ
い
て
は
防
災
の
基
地
と

し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の

中
心
地
と
し
て
利
用
で
き
る
。

町
長
の
人
脈
も
活
か
し
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
今
後

の
空
き
校
舎
利
用
、
有
効
活

用
を
一
歩
で
も
二
歩
で
も
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
今
年
度
の
施

　
　
　
政
方
針
の
中
で
も
町

と
し
て
の
方
向
性
を
示
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

書
い
て
い
る
が
、
未
利
用
や

老
朽
化
し
た
町
有
施
設
に
つ

い
て
町
有
施
設
利
活
用
会
議

を
開
催
し
、
関
係
職
員
が
議

論
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
学

校
と
い
う
の
は
地
域
に
密
着

し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
地
域

住
民
を
置
き
去
り
に
し
て
い

く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
町
民
の
皆
さ
ん
と
も
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
と
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
）
民
間
で
活
用

　
　
　
関
係
者
皆
様
の
ご
協

　
　
　
力
に
よ
り
学
校
統
合

が
決
定
し
、
本
年
度
は
第
一

小
学
校
と
中
央
小
学
校
、
再

来
年
度
は
西
中
学
校
と
東
中

学
校
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
度

に
は
北
軽
井
沢
小
学
校
と
応

桑
小
学
校
と
統
合
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
中
で
第
一
小
学

校
、
応
桑
小
学
校
、
北
軽
井

沢
小
学
校
の
校
舎
が
廃
校
と

な
る
。
町
の
財
産
で
あ
る
学

校
を
よ
り
効
果
的
に
利
活
用

し
て
い
く
必
要
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
町
の
財
産
で

　
　
　
あ
る
学
校
の
有
効
活

用
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、

利
便
性
や
地
域
特
性
に
つ
い

て
、
多
角
的
な
評
価
を
行
い
、

し
て
く
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
、
７
件
ほ
ど

の
業
者
に
声
を
か
け
た
。
そ

の
中
で
、
あ
る
学
校
法
人
か

ら
良
い
計
画
を
い
た
だ
き
、

実
行
で
き
る
か
ど
う
か
話
を

継
続
し
て
い
る
。
空
き
校
舎

は
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
り
、

利
活
用
に
は
難
し
い
不
動
産

で
は
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
は
私
で
あ
る
が
、
議
員

の
皆
さ
ん
も
同
じ
営
業
マ
ン

だ
と
思
う
。
企
業
の
紹
介
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
議
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

浅
間
山
を
堪
能
し
て
も
ら
え
る

よ
う
登
山
道
を
整
備

利
活
用
方
策
を
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

防
災
機
能
と
し
て
の
確
保
が

必
要
な
施
設
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
精
査

し
、
町
有
施
設
の
集
約
化
に

よ
り
財
政
負
担
軽
減
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、
公
共
目
的

で
利
用
す
る
ス
ペ
ー
ス
等
を

整
理
し
た
上
で
、
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
、
幅
広
い
可
能

性
も
視
野
に
利
活
用
の
方
策

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
空
き
校
舎
は
喫
緊
の

　
　
　
課
題
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
話
し
が
出
て
こ
な

か
っ
た
。
空
き
校
舎
を
残
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
今

後
も
維
持
管
理
費
が
ず
っ
と

か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
文
部

科
学
省
が
主
体
と
な
る
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
立

地
を
利
用
し
て
の
民
活
、
介

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て  

　
　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
産
業
、

免
疫
力
ア
ッ
プ
等
で
有
酸
素

運
動
等
ハ
イ
キ
ン
グ
人
口
増

加
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
長

野
原
町
に
も
日
本
で
有
名
な

浅
間
山
が
あ
る
。
高
山
植
物

や
広
大
な
自
然
を
眺
め
な
が

ら
の
登
山
道
が
で
き
れ
ば
今

ま
で
以
上
に
長
野
原
町
に
観

光
目
的
で
来
て
い
た
だ
け
る

方
々
が
増
え
る
と
思
う
。
浅

間
山
登
山
道
に
お
い
て
専
門

家
に
依
頼
し
調
査
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
と
町
長
施
政
方
針

に
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
専

門
家
の
人
選
、
環
境
省
認
可

と
大
変
な
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
現
在
町
長
が
思
い

描
く
具
体
的
な
構
想
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

登
山
と
、
入
山
さ
れ
る
方
そ

れ
ぞ
れ
の
体
力
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
浅
間
山
を
堪
能

し
て
も
ら
え
る
よ
う
登
山
道

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
浅
間
山
登
山
道
の
安

　
　
　
心
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
町
に
は
繋

が
っ
て
い
な
い
林
道
が
あ
り
、

北
軽
井
沢
か
ら
八
ッ
場
ま
で

を
繋
げ
た
り
、
町
が
発
展
す

る
た
め
に
色
々
な
方
法
が
あ

る
と
思
う
。
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願
い
し
た

い
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
山
は
活

　
　
　
火
山
で
あ
る
た
め
、

学校統合による廃校の
利活用について

浅間山登山道の構想は

　
　
　
町
長
　
浅
間
山
の
北

　
　
　
側
登
山
道
に
つ
き
ま

し
て
は
浅
間
山
北
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
の
中
で
、
嬬
恋

村
と
共
同
で
環
境
省
や
森
林

管
理
署
等
関
係
機
関
と
協
議

調
整
を
図
り
、
登
山
者
の
安

全
計
画
の
と
り
ま
と
め
作
業

を
進
め
な
が
ら
、
登
山
道
開

設
を
目
指
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
登
山
道
に
つ
い

て
は
、
浅
間
山
北
麓
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
部
ス

カ
イ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
を
経

由
し
鬼
押
し
熔
岩
地
帯
を
超

え
て
、
嬬
恋
村
し
ゃ
く
な
げ

園
か
ら
の
登
山
道
と
合
流
し
、

湯
の
平
へ
登
っ
て
い
く
コ
ー

ス
で
あ
る
。

　
開
通
後
は
、
浅
間
山
北
麓

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点

に
自
然
遊
歩
道
、
ス
カ
イ

ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
、
浅
間
山

そ
の
安
全
対
策
の
担
保
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
よ
う
や
く
専
門
家

を
通
じ
て
安
全
対
策
の
計
画

を
作
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
浅
間
山
の
登
山
道
、
浅
間

牧
場
の
遊
歩
道
、
ス
カ
イ

ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ル
の
開
設
等

を
行
政
で
行
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
以
上
に
そ
れ
ら
を
使
っ

て
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
民

間
の
力
が
必
要
。
町
内
で
完

結
し
な
く
て
も
広
い
範
囲
で

手
を
つ
な
い
で
や
っ
て
い
く

こ
と
、
自
分
た
ち
で
何
と
か

し
よ
う
と
す
る
思
い
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い

う
ア
イ
デ
ア
、
そ
れ
ら
を
結

集
す
る
力
が
必
要
、
湖
の
駅

の
力
も
貸
し
て
い
た
だ
い
て
、

他
の
施
設
と
連
携
し
良
い
方

向
に
持
っ
て
行
け
た
ら
良
い

と
思
っ
て
い
る
。

護
、
福
祉
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
施
設
を
併
設
し

て
い
く
の
も
良
い
。
体
育
館

に
つ
い
て
は
防
災
の
基
地
と

し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の

中
心
地
と
し
て
利
用
で
き
る
。

町
長
の
人
脈
も
活
か
し
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
今
後

の
空
き
校
舎
利
用
、
有
効
活

用
を
一
歩
で
も
二
歩
で
も
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
今
年
度
の
施

　
　
　
政
方
針
の
中
で
も
町

と
し
て
の
方
向
性
を
示
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

書
い
て
い
る
が
、
未
利
用
や

老
朽
化
し
た
町
有
施
設
に
つ

い
て
町
有
施
設
利
活
用
会
議

を
開
催
し
、
関
係
職
員
が
議

論
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
学

校
と
い
う
の
は
地
域
に
密
着

し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
地
域

住
民
を
置
き
去
り
に
し
て
い

く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
町
民
の
皆
さ
ん
と
も
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
と
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
）
民
間
で
活
用

　
　
　
関
係
者
皆
様
の
ご
協

　
　
　
力
に
よ
り
学
校
統
合

が
決
定
し
、
本
年
度
は
第
一

小
学
校
と
中
央
小
学
校
、
再

来
年
度
は
西
中
学
校
と
東
中

学
校
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
度

に
は
北
軽
井
沢
小
学
校
と
応

桑
小
学
校
と
統
合
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
中
で
第
一
小
学

校
、
応
桑
小
学
校
、
北
軽
井

沢
小
学
校
の
校
舎
が
廃
校
と

な
る
。
町
の
財
産
で
あ
る
学

校
を
よ
り
効
果
的
に
利
活
用

し
て
い
く
必
要
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
町
の
財
産
で

　
　
　
あ
る
学
校
の
有
効
活

用
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、

利
便
性
や
地
域
特
性
に
つ
い

て
、
多
角
的
な
評
価
を
行
い
、

し
て
く
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
、
７
件
ほ
ど

の
業
者
に
声
を
か
け
た
。
そ

の
中
で
、
あ
る
学
校
法
人
か

ら
良
い
計
画
を
い
た
だ
き
、

実
行
で
き
る
か
ど
う
か
話
を

継
続
し
て
い
る
。
空
き
校
舎

は
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
り
、

利
活
用
に
は
難
し
い
不
動
産

で
は
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
は
私
で
あ
る
が
、
議
員

の
皆
さ
ん
も
同
じ
営
業
マ
ン

だ
と
思
う
。
企
業
の
紹
介
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
議
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

浅
間
山
を
堪
能
し
て
も
ら
え
る

よ
う
登
山
道
を
整
備

利
活
用
方
策
を
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
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一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　
ル
ス
感
染
症
の
感
染

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
医

療
体
制
の
逼
迫
か
ら
自
宅
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
中
に
自
宅
療
養
者
が

出
た
時
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
、
支
援
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
具
体

的
に
伺
い
た
い
。

②
今
ま
で
の
検
証
か
ら
ウ
レ

タ
ン
や
布
製
に
比
べ
、
不
織

布
マ
ス
ク
の
予
防
効
果
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
不
織
布
マ
ス
ク
の

使
用
を
推
奨
し
、
先
の
生
理

用
品
と
同
様
に
貧
困
家
庭
に

は
無
償
で
配
布
を
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
新
型
コ
ロ

　
　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
療
養
に
つ
い
て
は
、

タ
ン
マ
ス
ク
よ
り
効
果
が
あ

る
と
し
て
県
で
推
奨
を
し
て

い
る
。
町
で
も
不
織
布
マ
ス

ク
を
推
奨
を
す
る
と
と
も
に
、

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
生
理

用
品
と
合
わ
せ
て
不
織
布
マ

ス
ク
の
配
布
も
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　
①
自
宅
療
養
者
が
吾

　
　
　
妻
管
内
か
ら
出
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
家

族
の
全
員
が
宿
泊
先
で
面
倒

を
み
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

も
あ
る
。
町
と
し
て
自
宅
療

養
者
が
出
た
時
に
ど
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の

か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

②
群
馬
県
が
推
奨
し
て
い
る

「
ぐ
ん
ま
す
く
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
県
内
の
地
元
産
業
を
支

え
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

使
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
う
が

い
か
が
か
。

未成年コロナ対策について

①新型コロナウイルス感染症の

　自宅療養者の支援体制は

②不織布マスクの推奨と配付に

　ついて

群
馬
県
よ
り
新
た
な
方
針
が

示
さ
れ
、
症
状
で
重
症
化
リ

ス
ク
が
少
な
い
方
や
一
人
暮

ら
し
等
で
家
庭
内
感
染
の
リ

ス
ク
が
な
い
場
合
に
は
自
宅

療
養
と
な
っ
た
。
安
心
し
て

自
宅
療
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
群
馬
県
で
健
康
観
察

セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
健

康
観
察
、
療
養
相
談
、
生
活

支
援
等
の
自
宅
療
養
者
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
及
び
吾
妻
保
健

所
管
内
で
現
在
ま
で
に
自
宅

療
養
者
は
存
在
し
て
な
い
。

今
後
も
患
者
全
員
が
入
院
ま

た
は
ホ
テ
ル
療
養
で
き
る
よ

う
調
整
い
て
い
く
。
も
し
仮

に
自
宅
療
養
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
保
健
所
と
連
携
を

図
り
安
心
し
て
自
宅
療
養
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

②
不
織
布
マ
ス
ク
は
、
ウ
レ

　
　
　
町
長
　
①
町
の
感
染

　
　
　
者
か
ら
自
宅
療
養
者

は
出
さ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

が
根
底
に
あ
る
。
万
が
一
自

宅
療
養
者
が
で
た
場
合
に
は
、

今
で
も
濃
厚
接
触
者
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
買
い
物
支
援
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
、
生
活
必
需
品
の

提
供
体
制
を
確
保
す
る
。
コ

ロ
ナ
に
関
し
て
は
災
害
と

思
っ
て
対
応
す
る
よ
う
全
て

の
職
員
に
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
感
染
者
が
出
た
時
に
ど

う
い
う
対
応
が
で
き
る
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
広
げ
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
今
あ
る

感
染
対
策
の
手
段
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
、
当
町

は
８
月
末
に
お
お
む
ね
終
了

と
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も

高
い
接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

②
何
が
な
ん
で
も
「
ぐ
ん
ま

す
く
」
を
買
っ
て
町
民
に
配

る
考
え
は
な
い
。
で
き
る
だ

け
安
く
て
よ
い
も
の
を
推
奨

し
て
い
く
こ
と
で
良
い
と

思
っ
て
い
る
。

て
は
、
町
民
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
た
め
感
染
拡
大
防

止
に
向
け
て
事
業
実
施
し
て

い
く
。

　
　
　
若
い
世
代
に
お
い
て

　
　
　
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
後
ろ
向
き
な
人
が
結
構
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い

う
人
た
ち
に
対
し
て
受
け
さ

せ
る
方
法
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
12
歳
未
満
の

子
ど
も
は
接
種
が
受
け
ら
れ

な
い
の
で
、
学
校
、
保
育
所

の
感
染
対
策
に
つ
い
て
も
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
情
報
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
た

だ
接
種
を
し
た
こ
と
に
よ
る

油
断
も
で
て
く
る
の
で
、

我
々
も
自
覚
し
た
行
動
を
し

　
　
　
感
染
者
数
の
急
増
に

　
　
　
伴
い
未
成
年
者
の
感

染
も
増
え
て
い
る
。
今
感
染

の
進
行
は
第
５
波
で
あ
り
、

変
異
ウ
イ
ル
ス
大
流
行
で
多

数
の
感
染
者
を
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
の
第
6
波
は
こ
れ

ま
で
感
染
し
に
く
か
っ
た
人

や
地
域
へ
の
感
染
拡
大
が
進

む
と
の
こ
と
で
あ
る
。
変
異

ウ
イ
ル
ス
の
状
況
と
し
て
、

特
に
今
ま
で
感
染
し
に
く

か
っ
た
未
成
年
者
に
注
意
喚

起
が
必
要
で
あ
る
。
本
町
の

対
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
全
国
的
に
若

　
　
　
年
層
の
感
染
者
が
増

加
し
、
家
庭
内
か
ら
子
供
へ

の
感
染
が
多
く
確
認
さ
て
い

る
。
町
の
15
歳
か
ら
19
歳
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
比
較

的
高
く
83
%
を
超
え
て
い
る

が
、
12
歳
か
ら
14
歳
に
つ
い

て
は
71
%
で
あ
り
、
町
全
体

か
ら
見
る
と
若
干
低
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
と
な
ら
な
い
12

歳
未
満
の
子
供
に
対
し
対
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

小
中
こ
ど
も
園
に
通
う
子
ど

も
た
ち
に
家
庭
内
感
染
防
止

の
た
め
手
指
消
毒
液
を
配
付

し
た
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
周
知
で
は
金
子
先
生
よ
り

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
等

の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
若
年
層
の

接
種
率
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。
さ
ら
に
交
付
金
を
活
用

し
て
マ
ス
ク
等
の
感
染
予
防

対
策
品
購
入
費
と
し
て
中
学

生
以
下
の
子
供
に
対
し
、
一

人
1
万
円
を
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
。
今
後
と
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
部
活
の
大
会
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
色
々
な
学

校
行
事
が
延
期
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
ど

も
達
の
心
の
ケ
ア
も
重
要
で

あ
る
。

教
育
長
　
管
内
学
校
、
園
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
対
応
に
つ
い

て
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合

わ
せ
て
、
児
童
生
徒
た
ち
が

理
解
し
、
工
夫
し
な
が
ら
納

得
の
い
く
形
で
進
め
て
い
る
。

運
動
会
、
修
学
旅
行
は
10
月

以
降
に
延
期
、
不
要
不
急
の

外
出
は
自
粛
、
検
温
、
マ
ス

ク
、
手
洗
い
、
消
毒
、
感
染

の
徹
底
等
を
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
学
校
閉
鎖
等
が
あ
る
場

合
に
は
学
習
に
著
し
い
遅
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
可
能

な
限
り
I
C
T
を
活
用
し
学

び
を
継
続
し
て
い
く
。
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
及
び
保
護
者
が
抱
え
る
不

安
や
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
て
い
く
。

①
入
院
及
び
ホ
テ
ル
療
養
で
調
整

②
推
奨
及
び
配
付
を
実
施
す
る

感
染
拡
大
防
止
に
向
け

事
業
を
実
施
す
る
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一 般 質 問

　
　
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　
ル
ス
感
染
症
の
感
染

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
医

療
体
制
の
逼
迫
か
ら
自
宅
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
中
に
自
宅
療
養
者
が

出
た
時
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
、
支
援
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
具
体

的
に
伺
い
た
い
。

②
今
ま
で
の
検
証
か
ら
ウ
レ

タ
ン
や
布
製
に
比
べ
、
不
織

布
マ
ス
ク
の
予
防
効
果
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
不
織
布
マ
ス
ク
の

使
用
を
推
奨
し
、
先
の
生
理

用
品
と
同
様
に
貧
困
家
庭
に

は
無
償
で
配
布
を
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
新
型
コ
ロ

　
　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
療
養
に
つ
い
て
は
、

タ
ン
マ
ス
ク
よ
り
効
果
が
あ

る
と
し
て
県
で
推
奨
を
し
て

い
る
。
町
で
も
不
織
布
マ
ス

ク
を
推
奨
を
す
る
と
と
も
に
、

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
生
理

用
品
と
合
わ
せ
て
不
織
布
マ

ス
ク
の
配
布
も
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　
①
自
宅
療
養
者
が
吾

　
　
　
妻
管
内
か
ら
出
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
家

族
の
全
員
が
宿
泊
先
で
面
倒

を
み
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

も
あ
る
。
町
と
し
て
自
宅
療

養
者
が
出
た
時
に
ど
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の

か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

②
群
馬
県
が
推
奨
し
て
い
る

「
ぐ
ん
ま
す
く
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
県
内
の
地
元
産
業
を
支

え
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

使
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
う
が

い
か
が
か
。

未成年コロナ対策について

①新型コロナウイルス感染症の

　自宅療養者の支援体制は

②不織布マスクの推奨と配付に

　ついて

群
馬
県
よ
り
新
た
な
方
針
が

示
さ
れ
、
症
状
で
重
症
化
リ

ス
ク
が
少
な
い
方
や
一
人
暮

ら
し
等
で
家
庭
内
感
染
の
リ

ス
ク
が
な
い
場
合
に
は
自
宅

療
養
と
な
っ
た
。
安
心
し
て

自
宅
療
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
群
馬
県
で
健
康
観
察

セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
健

康
観
察
、
療
養
相
談
、
生
活

支
援
等
の
自
宅
療
養
者
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
及
び
吾
妻
保
健

所
管
内
で
現
在
ま
で
に
自
宅

療
養
者
は
存
在
し
て
な
い
。

今
後
も
患
者
全
員
が
入
院
ま

た
は
ホ
テ
ル
療
養
で
き
る
よ

う
調
整
い
て
い
く
。
も
し
仮

に
自
宅
療
養
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
保
健
所
と
連
携
を

図
り
安
心
し
て
自
宅
療
養
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

②
不
織
布
マ
ス
ク
は
、
ウ
レ

　
　
　
町
長
　
①
町
の
感
染

　
　
　
者
か
ら
自
宅
療
養
者

は
出
さ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

が
根
底
に
あ
る
。
万
が
一
自

宅
療
養
者
が
で
た
場
合
に
は
、

今
で
も
濃
厚
接
触
者
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
買
い
物
支
援
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
、
生
活
必
需
品
の

提
供
体
制
を
確
保
す
る
。
コ

ロ
ナ
に
関
し
て
は
災
害
と

思
っ
て
対
応
す
る
よ
う
全
て

の
職
員
に
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
感
染
者
が
出
た
時
に
ど

う
い
う
対
応
が
で
き
る
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
広
げ
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
今
あ
る

感
染
対
策
の
手
段
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
、
当
町

は
８
月
末
に
お
お
む
ね
終
了

と
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も

高
い
接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

②
何
が
な
ん
で
も
「
ぐ
ん
ま

す
く
」
を
買
っ
て
町
民
に
配

る
考
え
は
な
い
。
で
き
る
だ

け
安
く
て
よ
い
も
の
を
推
奨

し
て
い
く
こ
と
で
良
い
と

思
っ
て
い
る
。

て
は
、
町
民
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
た
め
感
染
拡
大
防

止
に
向
け
て
事
業
実
施
し
て

い
く
。

　
　
　
若
い
世
代
に
お
い
て

　
　
　
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
後
ろ
向
き
な
人
が
結
構
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い

う
人
た
ち
に
対
し
て
受
け
さ

せ
る
方
法
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
12
歳
未
満
の

子
ど
も
は
接
種
が
受
け
ら
れ

な
い
の
で
、
学
校
、
保
育
所

の
感
染
対
策
に
つ
い
て
も
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
情
報
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
た

だ
接
種
を
し
た
こ
と
に
よ
る

油
断
も
で
て
く
る
の
で
、

我
々
も
自
覚
し
た
行
動
を
し

　
　
　
感
染
者
数
の
急
増
に

　
　
　
伴
い
未
成
年
者
の
感

染
も
増
え
て
い
る
。
今
感
染

の
進
行
は
第
５
波
で
あ
り
、

変
異
ウ
イ
ル
ス
大
流
行
で
多

数
の
感
染
者
を
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
の
第
6
波
は
こ
れ

ま
で
感
染
し
に
く
か
っ
た
人

や
地
域
へ
の
感
染
拡
大
が
進

む
と
の
こ
と
で
あ
る
。
変
異

ウ
イ
ル
ス
の
状
況
と
し
て
、

特
に
今
ま
で
感
染
し
に
く

か
っ
た
未
成
年
者
に
注
意
喚

起
が
必
要
で
あ
る
。
本
町
の

対
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
全
国
的
に
若

　
　
　
年
層
の
感
染
者
が
増

加
し
、
家
庭
内
か
ら
子
供
へ

の
感
染
が
多
く
確
認
さ
て
い

る
。
町
の
15
歳
か
ら
19
歳
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
比
較

的
高
く
83
%
を
超
え
て
い
る

が
、
12
歳
か
ら
14
歳
に
つ
い

て
は
71
%
で
あ
り
、
町
全
体

か
ら
見
る
と
若
干
低
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
と
な
ら
な
い
12

歳
未
満
の
子
供
に
対
し
対
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

小
中
こ
ど
も
園
に
通
う
子
ど

も
た
ち
に
家
庭
内
感
染
防
止

の
た
め
手
指
消
毒
液
を
配
付

し
た
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
周
知
で
は
金
子
先
生
よ
り

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
等

の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
若
年
層
の

接
種
率
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。
さ
ら
に
交
付
金
を
活
用

し
て
マ
ス
ク
等
の
感
染
予
防

対
策
品
購
入
費
と
し
て
中
学

生
以
下
の
子
供
に
対
し
、
一

人
1
万
円
を
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
。
今
後
と
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
部
活
の
大
会
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
色
々
な
学

校
行
事
が
延
期
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
ど

も
達
の
心
の
ケ
ア
も
重
要
で

あ
る
。

教
育
長
　
管
内
学
校
、
園
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
係
る
対
応
に
つ
い

て
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合

わ
せ
て
、
児
童
生
徒
た
ち
が

理
解
し
、
工
夫
し
な
が
ら
納

得
の
い
く
形
で
進
め
て
い
る
。

運
動
会
、
修
学
旅
行
は
10
月

以
降
に
延
期
、
不
要
不
急
の

外
出
は
自
粛
、
検
温
、
マ
ス

ク
、
手
洗
い
、
消
毒
、
感
染

の
徹
底
等
を
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
学
校
閉
鎖
等
が
あ
る
場

合
に
は
学
習
に
著
し
い
遅
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
可
能

な
限
り
I
C
T
を
活
用
し
学

び
を
継
続
し
て
い
く
。
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
及
び
保
護
者
が
抱
え
る
不

安
や
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
て
い
く
。

①
入
院
及
び
ホ
テ
ル
療
養
で
調
整

②
推
奨
及
び
配
付
を
実
施
す
る

感
染
拡
大
防
止
に
向
け

事
業
を
実
施
す
る



編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
い
ま
だ
終
息
は
見
通
せ

ま
せ
ん
が
、
第
五
波
は
感
染

者
も
減
り
19
都
道
府
県
に
出

さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

抗
体
カ
ク
テ
ル
治
療
な
ど

治
療
法
も
開
発
さ
れ
、
２
回

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で

来
る
中
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

感
染
も
起
こ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ

ス
ク
着
用
、
十
分
な
換
気
、

三
密
を
避
け
る
と
い
う
感
染

予
防
の
原
則
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
皆
様
の
生
命
と
生

活
を
守
る
施
策
、
提
案
と
よ

り
良
い
議
会
広
報
活
動
を
目

指
し
ま
す
。
　    (

Ａ
・
М
）

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

９月定例会の内容をお伝えします
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　八ッ場ダム建設工事により整備をされた道路及び公園等の現地視察を行い、整備工事の概要及び

今後の管理などについて説明を受けました。
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